
　

万松寺跡にある水野越前守忠邦の墓（県指定史跡）

結
城
家

水
野
家

水
野
氏
家
系
図

結
城
氏
家
系
図

結
城
を
治
め
た

二
つ
の
水
野
家

四
百
年 

結
城
を

治
め
た
名
家

実子
養子

実子 養子 兄弟 甥

紙本著色結城合戦絵詞（部分）
国立歴史民俗博物館所蔵

結
城
家
の
は
じ
ま
り
と

「
結
城
合
戦
」

　
結
城
家
初
代
当
主・
朝
光
は
、下
野
国
南
部

の
領
主・
小
山
政
光
の
三
男
で
、源
頼
朝
に
仕

え
ま
し
た
。
1
1
8
2
年
、反
頼
朝
派
の
志
田

義
広
が
足
利
忠
綱
と
組
み
下
野
国
南
部
へ
と

攻
め
入
り
、小
山
氏
と
合
戦
と
な
り
ま
す
。こ

の
時
、朝
光
は
鎌
倉
に
い
ま
し
た
が
、小
山
軍

の
勝
利
を
予
言
し
的
中
さ
せ
ま
す
。そ
し
て
合

戦
の
恩
賞
と
し
て
、頼
朝
よ
り
下
総
国・
結
城

領
を
与
え
ら
れ
、こ
の
時
よ
り「
結
城
」を
名

乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

　
1
4
3
8
年
に
勃
発
し
た「
永
享
の
乱
」で

足
利
持
氏
が
敗
れ
る
と
、そ
の
遺
児
安
王
丸・

春
王
丸
は
挙
兵
し
結
城
城
へ
入
城
、11
代・
氏

朝
や
旧
持
氏
派
の
武
士
ら
と
共
に
幕
府
と
敵

対
し
、「
結
城
合
戦
」が
起
こ
り
ま
す
。し
か

し
、幕
府
軍
の
総
攻
撃
を
受
け
落
城
、氏
朝
や

12
代・
持
朝
は
自
刃
し
、安
王
丸・
春
王
丸
は
金

蓮
寺（
現：岐
阜
県
）で
斬
首
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
、初
代・
朝
光
か
ら
2
5
0
余
年
続

い
た
結
城
氏
の
家
系
は
一
度
途
絶
え
ま
し
た
。

幕
末
ま
で
結
城
を
治
め
た

「
結
城
水
野
家
」

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、二
つ
の
水
野
家
が

結
城
領
を
治
め
ま
す
。「
結
城
水
野
家
」と

「
山
川
水
野
家
」で
す
。

　 

結
城
水
野
氏
は
、水
野
勝
成
を
祖
に
持

ち
、５
代・
勝
岑
の
夭
折
後
、勝
成
の
孫・
勝
長

が
跡
を
継
い
で
存
続
さ
れ
ま
し
た
。勝
長
は

初
代
下
総
結
城
藩
主
と
な
り
、結
城
古
城
跡

に
新
城
の
建
造
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

 

10
代・
勝
知
の
時
に「
戊
辰
戦
争
」が
勃
発
。

結
城
藩
の
家
臣
の
多
く
が
勤
皇
派
と
な
り
ま

す
が
、佐
幕
派
で
あ
っ
た
勝
知
は
家
臣
ら
と

対
立
、自
ら
の
城
を
攻
め
る
椿
事
と
な
り
ま

す
。戦
闘
は
官
軍
の
勝
利
と
な
り
、勝
知
は
隠

居
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
は
勝
寛
が
11
代
藩
主
と
な

り
ま
す
が
、明
治
維
新
に
よ
り
結
城
藩
は
な

く
な
り
、約
1
7
0
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。な
お
現
在
、結
城
城
跡
に
建
つ

聡
敏
神
社
は
、７
代・
勝
愛
が
福
山
よ
り
勧

請
し
た
も
の
で
、勝
成
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

結
城
家
の
再
興
、越
前
転
封
へ

　
結
城
家
再
興
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
重

朝
は
、鎌
倉
公
方
の
足
利
成
氏（
持
氏
の
子
）

か
ら「
成
」の
字
を
授
か
り
、成
朝
と
改
名
。

13
代
と
な
る
こ
と
を
許
さ
れ
、結
城
家
を
再

興
し
ま
す
。

　
1
5
9
0
年
、豊
臣
秀
吉
に
よ
る「
小
田
原

征
伐
」に
17
代・
晴
朝
も
参
陣
。そ
の
際
、秀

吉
か
ら
養
子
を
貰
い
受
け
、18
代
目
を
継
が

せ
ま
す
。そ
れ
が
徳
川
家
康
の
次
男・羽
柴
秀

康
で
す
。
1
6
0
0
年「
関
ヶ
原
の
戦
い
」

で
秀
康
は
徳
川
家
に
仕
え
、勝
利
の
恩
賞
と

し
て
越
前
国
北
ノ
庄（
現：
福
井
県
福
井
市
）

へ
転
封
と
な
り
、結
城
の
地
を
去
り
ま
し
た
。

 

秀
康
の
子
た
ち
は
松
平
氏
を
名
乗
り
、平

安
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
、約

4
0
0
年
間
に
わ
た
り
存
在
し
た「
下
総
結

城
氏
」の
名
は
消
え
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の

歴
史
や
伝
統
は
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
守
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。

徳
川
と
縁
の
深
い

「
山
川
水
野
家
」

　
山
川
水
野
氏
の
初
代・
忠
元
は
、伯
母
が
徳

川
家
康
の
生
母「
於
大
」で
あ
っ
た
関
係
か

ら
、２
代
将
軍・
徳
川
秀
忠
に
仕
え
、関
ケ
原

の
戦
い
で
活
躍
。下
総
山
川
領・
結
城
本
郷・

下
野
鹿
沼
領
と
下
総
山
川
城
を
与
え
ら
れ
、

大
名
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、２
代・
忠
善

の
時
に
駿
河
国
へ
転
封
と
な
り
、山
川
水
野

家
は
結
城
の
地
を
去
り
ま
す
。山
川
の
地
に

は
、菩
提
寺
と
し
て「
万
松
寺
」が
建
て
ら

れ
、初
代・
忠
元
か
ら「
天
保
の
改
革
」で
有

名
な
11
代・
忠
邦
ま
で
の
墓
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
1
8
5
5
年
、

万
松
寺
は
火
災

に
よ
り
消
失
し

ま
す
が
、現
在
で

も
山
川
水
野
家

歴
代
の
墓
所
が
、

そ
の
地
に
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
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４
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初
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近
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邦く
に

２
代
出
羽
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藩
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忠た
だ
弘ひ
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３
代
肥
前
唐
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藩
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忠た
だ

光み
つ

２
代
近
江
浜
松
藩
主

初
代
出
羽
山
形
藩
主

忠た
だ

精き
よ

備後福山藩主

During the Edo Period, control over the Yuki area was shared by two different groups: the 
House of Yuki-Mizuno and the House of Yamakawa-Mizuno. The first lord of the Yuki-Mizuno 
clan was Mizuno Katsunari. Katsunari’s grandson, Katsushige, became the first lord of 
the Shimousa-Yuki domain, at which time he built a new castle. The Boshin War occurred 
during the time of the 10th-generation lord of the region, Katsutomo. Katsutomo supported 
the Tokugawa government, while the retainers supported the Emperor. Katsutomo’s side 
lost, resulting in his subsequent forced isolation. The Meiji Restoration occurred during the 
time of the 11th-generation lord, Katsuhiro, leading to the demise of the Yuki domain after a 
period of approximately 170 years. At present the Sobin Shrine, which stands at the ruins of 
the Yuki Castle, was commissioned by Katsuzane, the seventh-generation lord. The shrine is 
dedicated to the first-generation lord, Katsunari. 

An aunt of Tadamoto, first-generation lord of the House of Yamakawa-Mizuno, was the birth 
mother of Tokugawa Ieyasu, known as Odai. Tadamoto served the second shogun, Tokugawa 
Hidetada, in the Battle of Sekigahara, later becoming daimyo over the areas of Shimousa 
Yamakawa, Yuki Hongo, Shimono Kanuma, and Shimousa Yamakawa Castle. Subsequently, 
during the time of the second-generation lord of the region, Tadayoshi, he relocated to 
Suruga, at which time the House of Yamakawa-Mizuno left Yuki. In honor of the fact that 
the first-generation lord became daimyo, Bansho Temple became the family temple of the 
Yamakawa-Mizuno family temple. Graves were built for these family members starting with 
the first generation, Tadanobu, all the way through the eleventh-generation lord, Tadakuni, 
known for the Tenpo period reforms. Bansho Temple was lost to fire in 1855, but the graves of 
generations of Yamakawa-Mizuno family members survive to the present day. 

House of Yuki-Mizuno oversees the Yuki Mizuno clan through the end of the Edo Period

House of 
Mizuno

House of 　
Yuki

Tomomitsu, the first lord of the region, was gifted the Yuki area lands of Shimousa Province 
by Minamoto-no-Yoritomo, marking the beginnings of the House of Yuki.
However, due to the loss of the Shogun’s army lost in the War of Yuki, the 11th and 12th 
lords, Ujitomo and Mochitomo were driven to suicide. When Ashikaga Mochiuji’s orphaned 
children—Yasuomaru and Shunomaru—were killed at Konren-ji Temple (in present-day 
Gifu Prefecture), the House of Yuki, which had continued for roughly 250 years, came to an 
abrupt end. 

The beginnings of the House of Yuki and the War of YukiThe House of Yamakawa-Mizuno: deep connections with the Tokugawa

Shigetomo, 13th daimyo of Yuki, restores the House of Yuki
In 1590, when Harutomo, the 17th-generation lord of the region, participated in the siege 
of Odawara, he was given an adopted son by Toyotomi Hideyoshi. This was Hashiba 
Hideyasu, Tokugawa Ieyasu’s second son, who became the 18th-generation lord.
In 1600, as a reward for his service to the Tokugawa Clan in the Battle of Sekigahara, 
Hideyasu was relocated to Echizen (present-day Fukui Prefecture), at which time he left Yuki.
Because Hideyasu’s children took the name of the Matsudaira clan, the Shimousa-Yuki clan 
ceased to  approximately 400 years. However, remnants of the clan ruins to this day in the 
city, protected by efforts to preserve the history and tradition of the region. 

Relocation of the House of Yuki to Echizen
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